
 

  

  

 

たくさんのご意見・ご感想 

ありがとうございました。 

活動を通して、表示の詳細

を見る癖付けができまし

た。活動は終了となります

が、今後も各店舗で表示を

気にかけていきたいと思い

ます。貴重な機会を頂きあ

りがとうございました。  

最近、個人で販売すること

も多く、小規模店でよく売

っていますが、小さな店で

購入しないのに裏面を見る

のが、少し心苦しいかなと

思いました。随時報告のレ

ベルも悩みました。 

正直なところもっと×が多

いのかと思っておりました

が、どの店舗もキチンと表

示されており驚きました。

それと同時に普段利用して

いる店舗は、安全で安心に

利用できる事がわかりまし

た。 

買い物や調理の中で、食品

表示や衛生管理に自然と目

が向くようになり、「当たり

前に安全だと思っていたこ

と」を改めて確認する機会

が増えました。家族や地域

の子供たちに安心して食を

届けるために、自分自身の

知識や意識が少しずつ育っ

ていく一年でした。 

３月の活動報告より 

 

生鮮食品や精肉の原産地等

を確認する際、裏側に貼っ

てあることがあり、不思議

な顔で見られることもあっ

た。日替わり商品等の表示

に問題があった場合、随時

報告だと時間差が生じるの

で、その際の対応があれば

よい。 

食品安全モニターの皆様には、昨年７月からの８ヵ月間、食品表示のモニタリングに

ご協力いただき、誠にありがとうございました。 

 県では、皆様からの報告をもとに調査を実施し、不適正な表示が確認された店舗に対

して改善指導を行いました。皆様がこの制度の趣旨を充分に理解され、活動いただいた

結果、食品表示の適正化が推進されたものと考えております。 

 今後とも食品表示に関心を持っていただき、山形県の食の安全と安心の実現に引き

続きご協力いただきますよう、よろしくお願いいたします。 
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開始時は指定品目のチェ

ックがしやすかったが、

加工食品はチェック事項

も難しくなり、悩んでし

まうことが多かった。 

 



 

 

 

報告月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 累計 

報告人数 20 20 20 20 20 20 20 20 ― 

うちモニター 20 20 20 20 20 20 20 20 ― 

うちボランティア 0 0 0 0 0 0 0 0 ― 

訪問店舗数 67 67 66 65 69 71 71 68 544 

指摘店舗数 6 5 6 7 11 12 7 6 60 

指摘品目数 13 6 9 11 13 18 10 6 86 

内訳 農産物 10 3 5 6 9 9 8 4 54 

畜産物 0 0 1 0 1 1 0 0 3 

水産物 0 2 0 0 0 1 0 0 3 

その他 3 1 3 5 3 7 2 2 26 

不適正表示確認店舗数 3 1 2 3 3 3 2 0 17 

不適正表示確認品目数 4 1 2 3 3 4 3 0 20 

今回食品安全モニターを経験された方から、引き続き活動を行いたいと要望がありました

ので、ご活動いただける方は同封しました「山形県適正表示ボランティアへの登録のお願い」

をご覧ください。 

令和７年度山形県適正表示ボランティアは、２０名の方からご活動いただきました。 

ボランティアの活動は、毎月の報告はなく、疑問のある表示を見つけた時に提出していただ

く「随時報告」のみですので、お気軽にご登録ください。 

申込締め切りは５/７(木)ですので、ぜひご検討くださるようお願いいたします。 

また、今回ボランティアに登録されなかった方も、悪質な表示違反を見つけた場合は、引き

続き各総合支庁農業振興課までお知らせいただけると幸いです。 

令和８年３月２７日付けで、ご指定いただいた口座にモニターの皆様への謝礼８，０００円

をお振込みいたします。ご確認ください。 

▼皆様からいただいた報告の概要です。 

◎適正表示ボランティアの登録について 

モ ニ タ リ ン グ 状 況 報 告 

≪連絡先≫ 山形県防災くらし安心部 食品安全衛生課 食品衛生企画担当 

        TEL 023-630-2276  FAX 023-624-8058 

◎モニター謝礼について 


